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Ⅶ 現在のキルギス族
1982年の統計によれば，中国領域内のキルギ
ス族は11万４千人でそのうちの80％以上が新彊
ウイグル自治区のクズルスキルギス自治州に住
んでいるといわれている。1994年の統計ではこ
の自治州に住んでいるキルギス族は，156,163人
になっており，12年間で，43,190人の増加で，
38％の増加ということになる。年平均３％の増
加である。
その主な居住地は，クズルスキルギス自治州
の中では，カシガルを中心として，北東部のア
クス地区のウシ，カピンの二県とアハチ，北部
はアトシ，西部はウチャ，南東部はカシガル地
区のパチュ，カシ，ヤルカンド，ソフ，インチ
シャ，タシクルガンの諸県，南西部はアクタオ
であり，中国領域内の最も西のはじである。こ
の自治州は西南部はキルギスタン，タジキスタ
ンと1100キロにわたって国境を接している。北
部が接しているのは言うまでも無くロシアであ
る。1994年の段階でこの自治州に住んでいるの
はキルギス族人口の約76％で，9.3％は新彊ウイ
グル自治区中央北部のイリ地区に住んでいる。
残りの約18％はそのほかの新彊各地に散らばっ
て居住しているのである。上記自治州に居住す
るキルギス族の中で，都市にすむキルギス族の
人口は82年の統計では，85,841人，イリのハサ
ク自治州直属県市に住むのは11,005人である。
ちなみにアクスは8,218人，カシガルは4,188人で
ある。上に都市にすむキルギス人は二万人強で，
残りは総て，遊牧地や山間の部落に住んでいる。
キルギス語は，アルタイ語系トッケツ語族ト
ンシオン（東匈）語支カプチャク語組に属して
おり，その他のトッケツ語と同様に粘着語型で
あるというのが，言語学上の定義である。そし
て現在のキルギス語には二つの方言が存在して
いると言われている。一つはチエガイ方言，も
う一つはトスカイ方言である。前者は主にクズ
ルスキルギス自治州の北部，アトシ，ウオンス，
パインクルテイ，ウチャなどで，この自治州の
人口の約三分の二が使い，後者は同自治州の南
部，ウハ，アクタオ，クズルタオ及び更に南の
ヤルカンド，ピシャン，イエチョンなどで約三
分の一のキルギス人が使っているといわれる。
またそれぞれの語彙という方面から言えばチエ
ガイ方言は，牧畜語彙が多く，トスカイ方言は
農業語彙が多いとされる1）。これは，キルギス
族がまだエニセイ河流域に居住していた紀元前
の頃から，すでに狩猟・牧畜を主生業とする部
族と，農業を中心として生活するものとに別れ
ていたとされ，其れの反映が今だに残存してい
るということであろうか。
しかし上に述べたことから，キルギス族がす
べて，こうした二つの方言を持ちながらも，所
謂キルギス語のみを話していると理解しては間
違いである。中央アジア，西アジアには，アル
タイ語系トッケツ語族に属する民族は極めて多
く，彼らの言語は互いに吸収しやすく，されや
すい。キルギス語はその中でも，他の民族語と
の融合の最も激しい言語のひとつといえるであ
ろう。つまりキルギス人はこうした独自の言語
を持ちながらも，一方では，新彊南部の，ウイ
グル族と交じり合って居住している者は，ウイ
グル語を日常語としている者もいる他，ウイグ
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ル語を兼用しているものも多いというし，新彊
北部のイリ地区のトクス，チャオスでは専らキ
ルギス語を使う者が多いが，タチョンオミンで
は，ハサク族，モンゴル族と交じり合って居住
する者が多く，彼らはハサク語，モンゴル語も
兼用する。また東北の黒龍江省富裕県のキルギ
ス族は，古代キルギス語の特性を今に残してい
る所の古風なキルギス語を使っているが，ここ
では，モンゴル族，漢族との接触も多いために，
この地のキルギス人の多くはモンゴル語，漢語
を兼用している。またキルギス族の多くは17世
紀頃にはイスラム化されたので，キルギス語の
中にはこの頃から徐々にアラブ語語彙も取り込
まれている2）。
こうした例は中国北部，西北部の少数民族の
間ではよく見られるものである。1995年の春，
タシクルガン（カシガルの南約150キロにある
タジク族自治県）の郊外，パミール高原の東端
の草原で羊と馬の放牧を手伝っていた数人のタ
ジク族の少年達は，みんなウイグル語を話すこ
とが出来たし，ウルムチのシボ族はみな漢語の
ほかシボ語，ごく一部はすでに消滅したといわ
れる満州語を話すことができた。（シボ族の祖
先は鮮卑族であるといわれている。鮮卑の発音，
シエンベイが縮まってシボとなったという。現
在ロシアの所謂シベリアはそのシエンベイ，つ
まりシボの住むところという言葉から来ている
というのはポルハン，フォンジャション『シベ
リアという名の由来』3）の説である。シベリア
の中国語漢字表記は西伯利亜で，その音はシボ
リアである。）
今ここで問題にしている『マナス』は，すべ
て新彊地区で最も有名なマナスチ（『マナス』
の専門演唱家）チュスホ・ママイの記憶に基づ
いた演唱に依ったものである。ママイの演唱が
上記のキルギス語の二つの方言のうちのどちら
の方言によるのか，或いはキルギス語以外の言
語によった部分もあるのか，などについて明確
に記したものは無いようである。
Ⅷ キルギス族の名称と起源譚
キルギス（Qirghiz）というのはキルギス族の
自称である。『史記』では「鬲昆」といわれ，
後には「隔昆」と書かれている。漢魏の頃には
「堅昆」の語も見られるようになるが，南北朝
になると，「結骨」，「 骨」，「契骨」，「護骨」
などの言い方が登場してくる。唐代では「黠戛
斯」が最も一般的に用いられているが，他に先
に使われた「堅昆」や「 里迄斯」などもある。
遼，宋，金では「轄戛斯」，「黠戛司」，「 里迄
斯」。蒙古元明の時代は「吉利吉思」が最も多
く見られる。『マナス』の中では「ブリアート」
の呼称も使われている。「ブリアート」の由来
ははっきりしないが，もとは「オイラート蒙古」
と言うのと同様に，モンゴル族の一支を指した
語ではないかと思われる。マナスのもとに集ま
った四十人の英雄達の中にはキルギス族以外の
多くの民族に属する人々がいる。そうしたとこ
ろからこうした混乱も時には見られるというこ
とであろう。
キルギス族の族源については，1985年に新彊
人民出版社が出した『キルギス族簡史』4）が幾
つかの伝説を挙げているので其れを紹介してお
くと，
１．「キルウコス」説
キルギス人のオスマン・アリの説くもので，
「キルギス」と言う語は「ウコス」から変化し
た語である。ウコスとは古代の一人の勇敢で機
智に富んだ国王のことであるという。伝説によ
れば，古代ある国の王はウコス汗と呼ばれてい
た。その最初の妻は六人の子供を産み，第二の
妻は四人の子供を産んだ。その後裔とそれに付
き従った人々はテングリ山（天山），ジュンガ
ル盆地，アルタイ山一帯に分布して居住した。
後にそのうちの一人の子供が他の兄弟達と不和
になり，彼は衆を率いて北方のキル（大きい山）
のふもとに移り，狩猟を生業とした。そこでウ
コス汗の他の子孫達は彼らを，「キル人」（山に
住む人）と呼んだという。キル人は近隣のモン
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ゴラ（蒙古），タタールと常に往来していたが，
これらの人々はキル人を「キルウコス人」と呼
び，其れは山に住むウコス人の意味である。後
にキルウコス人は数千戸に発展し，だんだんと
モンゴラ，タタール，クタイ（契丹）と雑居す
るようになった。キルウコス国王の一人の孫と
モンゴラの一人の娘が結婚し，彼らの後裔は
「モンゴラトウル」（モンゴルの生んだ子）と呼
ばれた。タタールにヌオガイという国王がいた。
彼には美しい娘がいた。あるとき彼はキルウコ
ス国王のもとに人をやって，キルウコスの息子
達の中から一人を選んで，ヌオガイのもとによ
こさせ，其れと娘とを結婚させて自分の王位を
継承させたいと申し出た。キルウコス国王は非
常に喜んで，息子を一人派遣してヌオガイの娘
と結婚させた。そこで彼らの後裔はヌオガイ部
と呼ばれるようになった。またクタイの一人の
王子は兄と王位を争い，排斥されて，一人のカ
リチア（奴僕）をともなって，キルウコスの地
方に逃げてきた。そしてそれぞれがキルウコス
の二人の孫娘と結婚し，後にクタイ王子の後裔
は「クタイ」と呼ばれ，奴僕の後裔は「カリチ
ャ」と呼ばれた。こうしてキルウコス人は益々
繁栄していって，その分布地域も益々広がって
いった。こうした過程の中で「キルウコス」と
いう名称は「キルギス」に変化していったので
あるという。
以上の話には極めて興味深い点が幾つか含ま
れている。一つは，「ウコス」という名である。
これは古代ウイグル族の族源説話に出てくる英
雄の名前と同じである。後のペルシャ語文献で
はオグズと言われ，その伝記は『オグズ・ナー
メ』といわれて，ラシッド・アッデイーンがペ
ルシャ語で書いた歴史書『集史』の中では重要
な位置をしめる5）。キルギスのこの説話とウイ
グルの説話は内容的には全く違うものである。
しかしその族源に位置する最も重要な人物の名
が同じということは，双方同じアルタイ語系ト
ッケツ語族に属するところから見れば恐らくそ
こには何らかの深い関係があるに違いない。も
ともとオグズは，オグズ族という部族の名前で
ある。つまりこの二族の更なる族源を辿ること
ができるとすれば，この両者がさらに近い存在
であることが証明されるに違いないと思われ
る。興味深い点のもう一つは，この伝説からキ
ルギスは，モンゴル，タタール，クタイ（契丹）
とも非常に近い存在であって，互いに縁戚関係
にあるということである。キルギス族にはウイ
グル族と同じ，祖先狼発生伝説もあると言う6）。
『マナス』に登場する英雄達も多くの民族から
なっている。例えば，マナスの最も信頼する英
雄の一人アリマンベトはマナスが最も敵対する
ことになるクタイの王子であった。またマナス
の妻カニガイは彼が遠征した相手方のマンオト
の地のカラ汗の娘である。其れはキルギス自身
が発生時から多くの他民族の中で成生されてき
たという歴史と大いに関係があろう。マナスの
周囲には四十人の勇士たちがいたが，その中に
はキルギス族の外に，タジク人，ハサク人，カ
ルメイック人，クタイ人，ウズペク人等がいる
のであるが，カルメイックモンゴルはクタイと
同様マナスが最も敵対しなければならなかった
相手である。こうした敵対民族の人間もマナス
の下でともに全く違和感無くマナスの敵と戦う
のである。こうしたスケールの大きさという点
に『マナス』の特筆すべき特徴があるといえる。
２．「キルアオクズ」説
伝説によると，昔々，北方7）に二つの大きな
山があった。その一つの山からは十本の川が流
れ出ていて，もう一つの山からは三十本の川が
流れ出ている。これらの川は集まり集まって一
本の大河となり，その川はアイナイサイ河（母
なる河）と呼ばれて大海に流れ込んでいる。こ
の山の山上と，この河の両岸に住む人々は「キ
ルアオコス人」と呼ばれた。古代キルギス語で
「キル」は大きな山を意味し，「アオコス」は大
きな河を意味しているので，「キルアオコス」
は山間河べりに居住する者の意味になる。キル
ギス族の間では，山は父親，河は母親という言
い方があるが，これは以上の「キルアオコス」
伝説と密接な関係があろう。
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キルギス族は四十という数字に，何らかの深
いこだわりを持ってるように思われる。上述の
伝説でも母なる河は四十本の流れの集まりから
なっている。またマナスに付き添う勇士たちの
数も四十人である。また『マナス』の中に出て
くる古代伝説にも四十人の娘の話がある。昔シ
ャハ・マンスル・ハラチという人がいて彼と妹
は罪を犯したために死刑となり，焼かれてその
灰は河に棄てられた。灰は水面で泡となって王
宮の花園に流れていった。四十人の宮中の娘達
がこの水を飲みみんな子を孕んだ。国王は怒っ
て，この四十人の娘達を人のすまない山の中に
追いやってしまった。この娘達はそこで子を産
み育て，一代一代子孫は増えていって，人々は
この人たちを「キルギキズ」と呼んだ。キルギ
ス語では「キルギ」は四十の意味で，「キズ」
は娘の意味である。中国の正史『元史・地理志』
にもキルギスは四十人の娘の伝説に起源すると
かかれている。また『マナス』の中に出てくる
伝説で，キルギスの最初の王であるママイ汗王
の時，エニセイ川の流域には，四十の部落が形
成され，そこでママイ汗王は四十年在位したと
ある。この他にも，『マナス』には随所に四或
いは四十という数字が出てくる。これは恐らく
他の民族の，地名発生神話や属名発生神話など
と同じく，その名前に付帯する意味に合わせて
後人が作ったものであろう。
これらのほかにも『マナス』には「キルガイ
ス」説など二，三の族源伝説が語られている8）。
この『マナス』が千年近くにわたってキルギス
の人々の心を魅了しつづけてきた理由の一つは
こうした確固とした族源伝説に裏打ちされてい
るという点にもあるであろう。モンゴル族の英
雄史詩『ジャンガル』やチベット族の英雄史詩
『カサール王伝説』は，いわばその人一代の物
語である。しかも「天孫降臨」を以って始まっ
ており，勿論一代であれ，天孫降臨であれ，そ
れが波乱万丈で満たされている限り其れはそれ
で極めて面白いものであるに違いないのである
が，『マナス』では，キルギス人の足が，天か
ら下りてくるのではなく，しっかりと地に着い
ている。多くの民族の中に交じり合い，融合し
あいながら，日々中央アジアの果てしないオア
シス，沙漠，そして草原を駆け抜けながらも，
いや，だからこそ『マナス』はキルギス人たち
に，自分達の拠って来たる所の足場を与えてく
れているのである。エニセイ河上流域からアル
タイそして天山の南北の麓，そしてクズルスへ
と時代の波に揺さぶられながらも，この『マナ
ス』は自分の故郷をいつも頭に描かせてくれる
よりどころであり，その意味で『マナス』は彼
らのエネルギーの源なのである。八代にわたる
この物語は，キルギス人にとっては，自分が生
きた歴史とともに自分の父親や，祖父や，其れ
よりももっと以前の祖先たちの行きぬいた歴史
と重なっているのだという思いが，まず何よりも
彼らの心を射抜いてしまうに違いない。これが
まず『マナス』の第一の魅力であるはずである。
Ⅸ キルギス族の歴史9）
秦漢期は，鬲昆，隔昆，堅昆と称されて，モン
ゴル草原の北，エニセイ河の上流域に放牧
していた。
B.C３世紀頃匈奴の冒頓単于に征服された。
B.C99年匈奴の 支単于は西に遠征して烏孫を
破り，烏掲，堅昆，丁零（後のウイグル族）
を併呑し，堅昆に郡を置いた。
三国期キルギスの兵力は約３万人口は10万とい
われる。柔然，高車（後のウイグル族）が
漠北で隆盛で，高車六部の中に護骨部が組
み込まれていたとされているから，この時
期護骨部（キルギス部）は，高車部属の一
つであった。
柔然の首領社侖が高車に勝った後は護骨も柔然
の支配下に入った。
６世紀中葉トッケツが起り，ムカン可汗が柔然
を破って，その北方にいた契骨（キルギス）
も併呑した。
契骨は当時まだエニセイ河の上流域に分布して
いた。
鉄勒（ウイグルの一支）諸部は契骨を抱え込ん
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で，トッケツの統治に反抗したが，西トッ
ケツのチュロ可汗によって鎮圧された。
618年唐が成立し，貞観年間にはキルギスは薛
延陀汗国（鉄勒の一部）に隷属していた。
638年唐朝は王義宏をキルギスに使いさせてい
る。
この頃西トッケツ内部は更に東西両部に分かれ
てお互いに争っていたので，キルギスなど
の被征服部族は連合して反抗した。
646年漠北の遊牧部族は総て唐朝に隷属した。
唐は燕然都護府を置き，その下に都督府，州管
轄を置いた。
648年キルギスの首領アイリファシポチュアセ
ンは唐に帰属の意を表し，唐の太宗は宴を
設けて歓待した。
キルギスの地には堅昆都督府が設けられ，燕然
都護府に隷属し，シポチュアセンは左屯大
将軍兼堅昆都督に封ぜられて，キルギスは
正式に唐の版図に入った。
653年キルギスは人を唐の朝廷に派遣して，キ
ルギス領内にいる多くの漢人を引き上げる
よう願いでた。唐は其れを聞き入れ，軍を
出して対処した。
唐の高宗末年，後トッケツが興起した。
唐の中宗の時，後トッケツはキルギスを攻撃し，
その汗王を殺して強制的に帰属させた。
709年キルギスの使者が唐に入朝した。中宗は，
漢の李陵の後裔がキルギスにいるという伝
説に基づいて，使者に対して近親の情を表
した。使者は後トッケツの討伐を唐に願い
でた。
718年唐朝は30万の軍隊を出して後トッケツを
討った。
721年後トッケツと唐は修好し，堅昆と後トッ
ケツはそれぞれ中郎将軍の称号を与えられ
た。
744年，回 （ウイグル）が汗国を立てた。キ
ルギスはその統治を受けた。
820年代，キルギスは勃興して汗国を建て，
回 汗国と対峙した。
830年代末，回鶻（ウイグル）汗国は飢饉災害
に見舞われ内乱が起った。
840年キルギスは回鶻汗国を滅ぼした。ウイグ
ルは西に移った為，キルギスの勢力は拡大
し，一部はウイグルを追尾して西に発展し，
安西（今のクチャ），北庭，韃靼等の五部
を占領した。
860年代キルギスは唐に何度か朝貢した。唐が
出兵してサダリクを攻めた時，キルギスと
杜番は連合して兵を出し，この時の兵力は
10万といわれている。
10世紀頃キルギスは10万の兵を擁し，当時のキ
ルギスの人口は100万以上あったといわれ，
漠北では最も強盛であったといわれる。
10世紀初，契丹が興り周辺民族を征服し，キル
ギス汗国に取って代わって草原を支配し，
947年，契丹は遼と号した。キルギスは契
丹に征服され，契丹の属国となった。
1124年遼は東北の女真（金）に圧迫されて，そ
の宗室の耶律大石は衆を率いて西に逃げ，
途中キルギス地区で殺戮と略奪をほしいま
まにした。キルギスはそれに抵抗し，大石
を更に西に排除した。大石は再び契丹とト
ッケツの部族を集めて軍を整え更に西に進
み，パラサフンとカシガルに建都していた
カラハン王朝を破った。そしてパラサフン
のフシアルガは，カラクタイ（黒契丹，西
遼）王朝を建てたが，これもまた幾度とな
くキルギス地区に出兵し，キルギス人を苦
しめた。
13世紀モンゴルのチンギス汗が起り，この頃ま
でにキルギス族は徐々にエニセイ河流域か
らアルタイ付近に移りつつあったが，キル
ギスの首領はモンゴルに対して服従の意を
表明した。
1217年，キルギスはチンギス汗に反抗したが，
結局はジュチに征服され，これ以降は元朝
の統治下に置かれた。
元末明初オイラート（西モンゴル）が起り，始
めはキルギスとの関係は親密であった。
当時キルギスは天山の南北の麓に広がっていた
が，この辺りはチャガタイ汗国の後を受け
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た東チャガタイ汗国の勢力下にあり，キル
ギスはまたその統治を受けた。
1436年オイラートのマームードの子，トゴンは
トクトハプを汗に推し，トクトハプはカラ
マイック（西モンゴル・オイラート）汗国
で権力を握った。トクトハプの死後息子が
位についたが，このとき以後カラマイック
とキルギスとの戦いは激烈なものとなっ
た。この戦いの中でキルギスは壊滅的打撃
を受けた。
Ⅹ キルギスの歴史と『マナス』
以上の如きキルギスの歴史を見ているとその
被支配，被圧迫の歴史のすさまじさに驚かされ
る。要約すれば，漢代は匈奴に統治され，六朝
期はトッケツに支配され，唐代は東トッケツと
ウイグルの統治を受け，五代期には契丹の属国
となり，元代にはモンゴルに支配され，明清で
も，北元，オイラートモンゴル，更に下っては
ロシアを始めとする外来勢力の蹂躙に遭うとい
った具合である。キルギスが完全に独立した政
権を維持して，自由に富み栄えたというのは，
たかだか840年を中心とした一世紀の間ぐらい
のもので，その最高の栄冠はウイグル汗国を滅
亡させたことぐらいではなかろうか。かくの如
き苛酷な歴史をいきてきたキルギス人にとっ
て，子孫に語り伝えようとするのはその忍耐性
と，やがて花咲くに違いないという確信的結果
を予想した，夢のある果実の部分であろう。し
かしそうしたことを聞かされる側にとっては，
夢であるというのはなんとも侘しいことであ
る。そこでそれらは「夢」ではなく，実際に起
ったこととして語られなければ収まらない。そ
の集大成がこの『マナス』であったのではなか
ろうか。そうなると『マナス』の原型は恐らく，
キルギスが一度はそのエネルギーの最大の高揚
を経験した後で，しかもまた最も苦しく苛酷な，
辛酸を嘗め尽くしているような時期に醸造され
始めたであろうことは想像に難くない。つまり
『マナス』の中でマナスの不倶戴天の敵クタイ
の圧迫を受け，更にモンゴルがチンギス汗の子
供達をアジア全域に配して，強烈な支配力で他
民族を完全に叩きのめしていた時期と言うこと
になろう。即ち12世紀の初めから13世紀半ばぐ
らいまでがその時期として最もふさわしいので
は無いかと考えられる。
しかし，この物語が確かに広大無辺の草原大
地を戦いの舞台とした，伝承性の物語である以
上，その端緒の土台としては何がしかの歴史的
事実が存在したであろうことは否定できるもの
ではないということは違いないのではあるが，
かといって『マナス』に描かれる多くの戦争，
戦闘場面が現実のものに対応しているとはとて
も考えられない。『マナス』の戦闘は極めて単
純化されたものであり，定式化されたものが多
いし，それだけにまた繰り返しが多い。新彊人
民出版社が1992年３月に出した『マナス』第一
部下巻の「後記」で，編集責任者の劉発俊は，
「この物語の中では戦いの場面が非常に多いが，
ただ毎回の戦闘は，謀略は少なく，戦術は単一
で，その戦い方も単純である。毎回の戦闘では
必ず英雄が一人で戦い，勝負をする。相手が矛
の時はこちらは大斧，相手が突き進んでくれば
こちらは防戦し，相手が押せばこちらは武器を
振るってわたりあう。其れを幾度か繰り返して
も勝負はつかない。この時先祖の霊が助けに現
れ，或いはマナスの霊が戦いに現れて，相手方
を打ち破る。こうして相手を打ちのめした後，
通常では大体英雄達の混戦場面となり，やがて
殆どの場合必ずマナス方が破竹の勢いで突き進
み，向かうところ敵なし，ということになる。
そして敵方は首うなだれて帰順をこうのであ
る。」10）と述べ，さらにまた一人一人の英雄達の
出陣に当たっては，まず「その容貌，いでたち
を言い，次にその英雄の世に出で来た経緯を紹
介し，次にその騎馬，鎧，かぶりもの，武器，
馬具及びその効能などを次々に語り，それから
相手方を一くさり呪詛してから，いよいよ尋常
に勝負ということなって，雌雄を決するのであ
る。」11）と極めて簡潔にその表現の特徴を述べて
いる。だから劉発俊は，「こうした表現は定式
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化された決り文句で，この物語の中では何度も
出てくる。だから編集に当たってはこれらを整
理精選してそれ以外は削除した。」12）といってい
る。まして第二部，第三部以降には，すでに死
者となったマナスが再びその姿をあらわして，
戦いを有利な方向に導いたり，現実に戦って敵
を倒したりする場面が更に多くなるばかりでな
く，敵の方も妖怪変化の類が登場し，魔法をか
けたり，またマナスの側もそれ以上の術で以っ
てその魔法を解き崩すというような，描き方と
しては詩文韻文で美しく，聞く者の心に波状的
な感動を揺り動かして染み透っていくような表
現で尽くされているが，内容的に見ればいわば
荒唐無稽な展開も決して少なくはないのであ
る。故にこうした戦いを現実の歴史上の戦闘に
当てはめることは所詮無理なことである。
ⅩⅠ『マナス』のコンウェルと『ジ
ャンガル』のホンゴル
中国社会科学院の優れた少数民族文学研究
者，郎櫻は，非常に興味ある説を出している。
其れは『マナス』登場する，マナスの最大の強
敵でカラマイックの首領であるコンウェルと，
モンゴル族の英雄叙事詩『ジャンガル』に登場
するジャンガルの腹心の英雄ホンゴルとは同一
人物である。という説である。その根拠として
次の点を挙げている13）。
１．コンウェルとホンゴルは，トッケツ語の
発音から考えて，両者の名前の最初の音
はK音とH音の違いのみであって，これ
は同一の語であってもそれぞれの地方に
よって異なって発音されるのであるが，
それはよくある現象である。
２．マナスが生まれる時，占い師が，キルギ
ス族に英雄が生まれると予言した為に，
カルメイックは恐れて，それに当たるの
ではないかと思われる妊婦を総て殺した
と『マナス』にある。『ジャンガル』で
は，ホンゴルが出征するにあたり，ジャ
ンガルは昔，シーラ国を通った時，そこ
に一人の非凡なる男の子が生まれた。占
術者の予言によるとその子は成長する
と，ジャンガルの人民と国土を征服し，
ジャンガルの家畜と財産を奪うことにな
る。また35歳になるとジャンガルと剣を
交えることになるというのである。そし
てこの時ホンゴルが討ちに行く相手は，
シーラのマンゴスであった。そしてマン
ゴスはジャンガルがシーラ国への途中で
生まれて，しかも後にジャンガルの立派
な宮殿を押し倒した強力の持ち主のその
子供であった。そしてその時マンゴスは
丁度35歳であった。
３．『ジャンガル』で，ホンゴルがシーラ・
マンゴスを討ちに行った時，マンゴスは
全くそれに気づかず，美女と抱き合って
眠っていたが，これと同じ場面が『マナ
ス』にもある。カラマイックはコンウェ
ルに率いられてキルギスの都タラスを襲
うのであるが，カラマイックの兵士がテ
ントに入ってもマナスは全く目を覚まさ
ず，ナクライイという美女と枕を並べて
眠っていたのであった。
４．「シーラ」とはトッケツ語では「黄色」
を意味する。古い裕固族の間では唐宋の
時代には其れを「黄色いウイグル」と呼
び，元代では「サラウイグル」，清代で
は「シラコル」と言っていた。『マナス』
では英雄マナスの出自は「サリヌオアオ
イ」部族である。こうした場合のシラ，
サラ，サリはみな同じ意味で，トッケツ
語の「黄色」である。つまりマナスの出
身も，マンゴスの出身もともに同じ「黄
色い部落」である。
以上が郎櫻の説であるがこれは非常に面白い
説である。この説をさらに推し進めていけば，
ひょっとしたら，音韻学上「マンゴス」と「マ
ナス」はもともと同じ音であると言うこともい
えるようになるかも知れない。
ただこのような互いに交流，融合，乖離，敵
対の関係はあるにせよ，全く異なった二つの民
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族に伝承されてきた英雄伝承を，あまりに安易
に関係付けるのは肯首しかねる思いが残る。例
えば，１．の「K」と「H」の変換，転音，交
替については，もう少しモンゴル語（カルメイ
ック語），キルギス語，トッケツ語，ウイグル
語などの方面から総合的な考察が行われてしか
るべきではないかと思われるし，２．の占い，
予言などについては歴史的な伝承物語にはかな
り普遍的なものであって，『聖書』マタイ伝の
キリスト誕生に当たっての，ヘロデの恐れと子
供皆殺しの暴挙などもそれに当たるであろう。
たまたまその内容が類似していると言うことを
以って，二人の人物が同一人物だと断じるのは
性急に過ぎないであろうか。またこれと関連す
る所のシーラ，サラの同音，同義性についても，
もっと地域音韻学的探求を必要とするように思
われる。そして何よりも問題となるのは，もし
この二つの物語が，郎櫻が指摘するように実際
に関連し合っているものとした場合，この二つ
の物語はどういう状況で成立したのかと言う点
である。其れこそ一つの事象を偶然に二つの民
族が相反する二つの立場から見聞きして，それ
ぞれ自分の立場に都合のいい材料として物語り
に使っていったのか，或いは一方の物語が成立
してから，もう一方が其れを知って，其れに合
わせて自分の物語を作ったと言うことになるで
あろう。つまりこうした成立状況を明らかにす
るところまで議論を進めることの意義が認めら
れないのであれば，こうした即断は一層慎重さ
に留意しなければならないであろう。
ⅩⅡ 終わりに替えて―『マナス』
とキルギス族―
『マナス』には多くのキルギス族以外の民族
が登場することは前にもすでに触れた。これは
キルギス族のあり方そのものの反映でもあると
言える。前掲のキルギス族の歴史を見ても解る
ように，キルギス族は古来多くの他民族と交じ
り合い融合しあってきた。中国北部，西北部に
居住する主だった民族のうちで，キルギスは最
もその融合の激しい民族と言えるであろう。新
彊ウイグル自治区の『キルギス族簡史』編集班
がまとめた，『簡史』にも次のようにかかれて
いる。
「キルギス族の族源問題は依然として複雑で，
まだ十分に研究されたと言うわけではない。堅
昆は確かにキルギス族の最も古い祖先であるこ
とは確かではあるが，彼らがどんな人間だった
のかは殆ど何も解ってはいない。彼らの体型は，
髪の色は，皮膚の色は，目の色は？　またどん
な言語をしゃべっていたのかも定かではない。
彼らが住んでいたエニセイ河の上流にはかつ
て，コーカソイド系（ヨーロッパ系）もモンゴ
ロイド系もいたと言う。中国の史籍によれば，
唐代のキルギス人は赤い髪もいれば，緑の目の
者もいたと言う」14）つまり契骨や護骨と言われ
ていた時代のキルギスは，一体ほんとうにかつ
ての堅昆人と同じであったのか？　と言うこと
等である。トルコ系のトッケツとモンゴル系
のオイラート，契丹などともそんなにはっきり
と区別は無かったに違いない。彼らの多くは殆
どモンゴル高原の北から西北中央アジアにかけ
て生きていた人々であった。彼らの間で，民族
とはどのような認識であったのか。互いに争っ
たり融合しあったりしたのは，まだ宗教的な反
目などが生じていない時代では，単なる民族間
の文化の相違から来ることだけであったのか。
その辺りのことが，どうも日常的には我々単一
民族型（現実にはそうではないにも係らず）思
考に慣らされてきた者にとっては理解しにくい
ことである。
郎櫻によれば，「キルギス族は今に到るも，
尚自分がマナスの子孫であることを，誇りにし
ており，互いに遊牧の途中で出あったら，一緒
に酒を飲んで歌う。そしてその歌の中には必ず，
我々はマナスの子孫だと言う文句がある」15）と
いっている。『マナス』には多くのキルギス族
以外の民族の英雄達も登場することはすでに述
べたし，契丹から逃げてきた英雄さえもマナス
は抱えている。こうした物語の演唱を，出てく
る他民族の英雄達と同種の民族の人々や契丹人
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が聞いた場合は，彼らは自己民族を誇りに思わ
ないであろうか。ましてキルギス人のような融
合民族にとって，民族的誇りとは一体どのよう
なものであろうか。その誇りとなる拠り所とは
一体なんであろう。
『マナス』の内容と，キルギス人の歴史と，
『マナス』のキルギス人の中でのあり方を考え
てみる時，ひょっとしたら，この『マナス』こ
そがキルギス人と自認する人々のアイデンテ
ィティとなっていたのではないかと思われて仕
方が無い。トルコ系諸民族の中で，キルギス人
とわかる外見的区別は殆ど無い。違いがあると
言えば，キルギスの男達は白地に黒い細筋の入
った狭いつばのある中折れ帽子をかぶっている
者がいると言うことぐらいである。女性の場合
は他のトルコ系の民族と全く変わる所が無い。
現在都市に住むキルギス人の男は殆どあの帽子
はかぶらない。キルギス人の外見的特徴が何時
頃からはっきりし始め，そして何時頃から今日
のように区別がなくなってきたのかは，全く知
るところではないが，そうした中でキルギス人
は『マナス』と言う，誇るべき共同幻想に依拠
する者としてのみ自己の存在を認識できるのか
も知れない。しかしこれからはどうなるのであ
ろうか。そして他の民族の場合はどうなのであ
ろうか？こう考えてくるとやはり『マナス』は
キルギス人にとって，唯一無双の宝物と言える
であろう。
〔追　記〕
劉発俊によれば，マナスチ（『マナス』の専門的演唱
家）になる家庭には二種類あると言う。一つは「心霊
托夢」と呼ばれるものである。よくある言い方は，あ
るとき山に放牧に行って，疲れてうとうとしているう
ちにすっかり寝込んでしまった。そして夢を見た。マ
ナスの高位の参謀，智足多謀のパカイが現れて，一握
りの粟をくれた。其れを食べると，辺りは忽ち大風が
吹き荒れ，雷鳴が轟き，稲光が辺りを照らし，軍馬が
いななき，草原大地は揺れ動き，テントはゆれ崩れ落
ちた，と見る間にマナスの40人の勇者達が現れて，西
に戦い，東に戦って……。
夢から覚めると，もう難なく『マナス』を演唱でき
るようになっていた。という。
二つ目は，幼いときから，血を吐く思いで暗誦習得
する者である16）。
前者はいかにも荒唐無稽ではあるが，これは『ジャ
ンガル』のジャンガルチやチベットのカサールチなど
にもよく見られる話である。勿論こうしたことは起り
得るはずも無いのであるが，演唱家たちは，ことさら
こうした不可思議な経緯を作り出して，聞き手が演唱
家に対して神秘な感情を抱くように持っていくのであ
る。其れによって聞き手の感情も一層高ぶるというも
のである。これは少数民族三大英雄叙事詩の演唱家に
期せずして共通していると言う点で興味深い。
新彊で最も優れたマナスチであるとされる，チュス
ホ・ママイは後者であったようである。彼の兄のパリ
ワイは民間の優れた歌い手であり，また『マナス』の
収蔵家でもあったと言う。パリワイは当時有名なマナ
スチであった，ユスプ・アホンに，第三部までを習い，
後はこれまた有名な，イボライムに家まで来てもらっ
て習ったと言う。故にチュスホ・ママイの『マナス』
はすべてパリワイを通して得たものであり，それはま
た更に，その二人の師匠たちの体得したものであった
ことになる17）。
注
１）キルギス族の言語については，参考文献〔２〕の
「第１章概況」参照。
２）キルギス族の使用言語については，参考文献〔２〕
の「第１章概況」，及び参考文献〔７〕〔８〕〔９〕
参照。
３）シボ族の「シボ」の意味については参考文献〔11〕
に「１．古老の歴史―民族起源」参照。
４）参考文献〔２〕の「第二章，族名，族源」に挙げ
られているキルギス族族源伝説は五つであるが，
参考文献〔１〕の「歴史源流 １．族名伝説に関し
て」にはこれと少し異なった族源伝説が四つ掲載
されている。ここでは参考文献〔２〕の方の伝説
を中心に挙げておいた。
５）「烏古斯（ウコス）可汗」，「オグズ・ナーメ」につ
いては『阪南論集　人文・自然科学編』第32巻第
４号掲載の拙稿「ウイグル族古代史詩『烏古斯可
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汗伝説』について」，及び『阪南論集　人文・自然
科学編』第34巻第１号掲載のマイマイテイミン・
ユスプ原著，拙訳「ウイグル古典文学と東西文化
の関係について―ウイグル族古典文学簡史（下）
―」の「烏古斯可汗伝説」，「オグズ・ナーメ」，
「集史」の項における訳者注を参考にされたい。
６）『阪南論集　人文・自然科学編』第31巻第１号のジ
ライ・タウテイ原著，拙訳「ウイグル族のトーテ
ム―狼に対する崇拝」を参考にされたい。
７）この伝説については，注４）に述べた如く，参考
文献〔１〕，〔２〕の両方に掲載されているが，内
容は両者多少異なる。
８）演唱での『マナス』には本来，章分けされている
ものではない。しかし現在漢語訳として出版され
ている排印本は，読み本の体裁を整えるべく章に
分けられている。巻頭には「序詩」があり，次の
「第１章」は「キルギスの来歴」となっており，こ
の部分にキルギス族起源伝説が語られている。
９）この項は参考文献〔１〕の「歴史源流―２．歴
史沿革」及び参考文献〔３〕の「試論『マナス』」
から採らせて戴いたものである。
10）参考文献〔３〕を参照。
11）同上。
12）同上。
13）ここに挙げた郎櫻の説は，参考文献〔４〕の第二
章「『マナス』の成立年代」の中の「『マナス』の
成立年代についての私見」に見えるものである。
つまり成立年代を考察する為に言及しているもの
で，独立した一説として掲げられたものではない。
尚今ここに挙げた論証の根拠としての四点は，注
記者がまとめたもので原著者が四点として提示し
ているわけではない。
14）参考文献〔２〕12ページ。
15）参考文献〔６〕２ページ。
16）マナスチについては参考文献〔３〕下巻の後半部
に詳しい。
17）カサールチについては『阪南論集　人文・自然科
学編』第34巻第３号，同第35巻第１号「中国北方
少数伝承文学概説チベット英雄叙事詩カサール王
伝」（一），（二）を参照されたい。
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